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概要：コロナ禍において，解剖体見学等の実習や模型を用いた対面講義が中止となり，看護学部の解

剖生理学教育では，人体を立体的に学ぶ機会が失われた。そこで本学では，2020 年 12 月にリリース

された ARアプリ【Holoeyes Edu】を学生全員のスマートフォンにインストールし，人体を立体視す

るオンライン解剖生理学演習を行った。その結果，回を追うごとに，学生の活用効率や対話頻度が高

まり，オンラインの演習の効果が高まったので紹介する。 
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1. はじめに 

2020 年 4 月に入学した多くの大学の 1 年生は，緊急事

態宣言下で入学式も行われず，登校も許可されず，2 ヶ月

遅れで始まった講義も対面は少なくオンラインが中心と

なった。その上，看護実習や演習も，中止やオンラインに

追い込まれ，教員はさまざまな工夫を行ってその不足を補

う取り組みを続けてきた[1]。その努力は，1 年経った今も

続いている。 
解剖生理学の教育も例外ではなく，本学でも模型を用い

た対面講義，解剖体見学実習，標本見学実習のいずれもが

中止となり，学生たちから人体を立体的に学ぶ機会が失わ

れた。このような背景の中，学生が自宅にいながらも，三

次元の人体を三次元のままに学べる教材が求められてい

た。昨今,仮想現実(Virtual Reality)や拡張現実

(Augmented Reality)等の X-R 技術を用いた解剖生理学教

材は複数存在するが，本研究では，AR技術に注目し，2020

年 12 月にリリースされた拡張現実 AR アプリ【Holoeyes 

Edu】を用いることとした。このアプリは，AR技術を用い

て，スマートフォン上に人体の構造を立体的に表現し，VR

ゴーグルを用いて学習者の自由な視座と倍率で人体の立

体構造を観察できるアプリである。本発表では，人体の構

造と機能を履修し終えた 1 年生を対象に 2021 年 1 月に行

った，Holoeyes Edu を用いた 3 回のオンライン演習につ

いて，各回の実践と学生の変化を報告する。 

2. 授業準備 
2.1 教員側の準備：授業案とワークシートの作成 
演習は 90分を 3 回とした。各演習の題材は，まず AR観
察がしやすい筋系から始め，次第に神経系などのより立体

的に捉えにくい系統へと進めた。これは，アプリの使用回

数の増加に伴って，学生の観察技術が向上されることが期

待されたからである。各講義の展開は，事前学習→lecture
（観察ポイント）→グループごとの観察ワーク→振り返り，

とした。各講義用に，事前学習内容と演習課題を記したワ

ークシートを作成し，各回の①教科書等で学んだ内容のダ

イジェスト，②解剖学の視点に基づく課題，③看護の視点

に基づく課題，④観察課題で使用予定の Holoeyes Edu 教材

の番号，⑤使用する AR マーカーの種類（大小）を記載し

た（図 1）。AR マーカーは人数分教員が印刷した。 

      図 1：ワークシート例（第 1 回抜粋） 
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2.2 学生側の準備 
Holoeyes Edu は，学生に App store や GooglePlay から各

自のスマートフォンにダウンロードしてもらい，メールア

ドレスを使ってユーザー登録するよう周知した。各回のコ

ンテンツは，事前にダウンロードしておくよう指示した。

また，どの VR ゴーグルを使うかは定めず，簡易 VR ゴー

グル(山田化学株式会社）と同等以上のものを各自 1 台準
備するよう周知した。 
2.3 事後アンケートの準備と集計 
振り返りのアンケート項目は，本日新たに学んだこと，

次回演習用の教材や資料などへの提案を主に Microsoft 
Forms で作成し，Microsoft Excel で集計した。また，最終

回の感想は User Local を用いてテキストマイニングした。 
2.4 グループワークの録画と発話数集計 
オンライングループワークは，許可を得て録画し，ワー

ク中の発言数を集計し、単位時間あたりの発言数を求めた。 
3. 結果と考察 
3.1 オンライン演習の様子 
学生はグループに分かれて，課題に示された番号のモデ

ルを AR マーカー上に表示したのち，VR ゴーグルをかけ

て観察した（図 2）。表示されたモデルは，見るべき構造が

色分けされており（図 3），最初は AR像を捉える難しさが

あった学生たちも，次第に構造の同定や機能の考察に慣れ，

1分間あたりの平均発言数も増加した（図 4）。 

3.2 時間と教材の変化 
3.2.1 時間配分と時間内課題終了率 
第 1 回は，55分間の講義と 30分間の観察としたが，課

題率の平均が 38.5%だったため，第 2 回，第 3 回では，事

前視聴動画を作成し，観察時間を増やした（図 5）。また，

振返りの時間に，班長たちが行ったグループワーク進行の

工夫を共有したところ，進行の事前準備やグループの役割

分担の重要性が共有された。さらに，教材へのリクエスト

として見るべきモデル数の減少と細かな課題設定があげ

られ，それぞれの改良の結果，総課題数が増えたにもかか

わらず，授業時間内の課題終了率は 87.8％まで上昇した。 
 
 
 
 
 
 
 
また，最終回の

感想のテキスト

マイニングでは，

AR で人体を立体

的に捉えたこと

で，解剖の学びが

深まったことが

示唆された（図

6）。一方で，見えにくさや 
使いづらさを感じた学生もいたことが示唆された。 

 
4. むすび 
本実践では，人体構造の立体学習の不足を補うために，

看護学部の 1 年生を対象に，Holoeyes Edu を用いた 3回

のオンライン演習を行い，講義と学生の変化についてま

とめた。学生たちは，自宅にいながらも，回を追うごとに

効率的にグループ学習できるようになり，対話の中で立体

構造の理解を深めていった。今後も，ARアプリがより効果

的に使用されるよう，学生の声を生かしながら講義や教材

を改良していく必要性が示唆された。 
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図 5:時間配分の変化 

図 3：演習中に学生が観察するモデルの例（脳神経） 

図 2：グループ演習。代表的なグループの様子を示す。 
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図 4：グループの 1 分間あたりの平均発言数 

図 6:全体の感想 
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